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研究成果の概要（和文）：病原性微生物の様々な生命金属関連蛋白質を標的とし、各種物理化学的な手法を用い
た精密解析による各蛋白質の機能発現機序の理解に基づき、機能制御分子を創出することを目的とした。微生物
において、宿主の金属結合蛋白質に作用して金属を獲得する機能を担う蛋白質を始めとした生命金属関連蛋白質
が活用されている。領域内での連携を通じて様々な最先端技術を活用することにより、これまでの常識を覆すよ
うな金属結合選択性の分子機構を見出し、抗体や低分子化合物など様々なモダリティの機能阻害分子を創出、抗
菌活性を評価し、in vivoモデルでの薬効を評価する、と分子から個体まで一気通貫の成果を収めることに成功
した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was to target various biometal-related proteins of 
pathogenic microorganisms and to create functional control molecules based on an understanding of 
the functional expression mechanism of each protein through precise analysis using various 
physicochemical methods. In microorganisms, biometal-related proteins are utilized, including 
proteins that function to acquire metals by acting on host metal-binding proteins. By utilizing 
various cutting-edge technologies through collaboration within the field, we have clarified the 
molecular mechanism of metal binding selectivity that overturns conventional wisdom, and created 
functionally inhibiting molecules in various modalities such as antibodies and low-molecular-weight 
compounds, through evaluation of the antibacterial activity and the drug efficacy in vivo model, and
 succeeded in achieving comprehensive results from the molecule to the individual.

研究分野：生命分子工学

キーワード： 生命金属科学　生物無機化学　金属細胞生物学　機能制御分子　モダリティ　分子認識　特異性　生命
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研究成果の学術的意義や社会的意義
生命金属に関連した蛋白質を標的として研究を行ってきたが、研究を進めていくにつれ、それら蛋白質が如何に
して金属元素を識別しているか、その精緻な分子機構が明らかになり、蛋白質による分子認識について新たな知
見をもたらした。それらの知見を踏まえ、本領域に携わる以前に比して、より多様な視点に基づく標的分子の機
能を制御する分子を開発、論文や学会発表等を通じて発表・提案し、関連分野に大きなインパクトをもたらすと
もに、様々な背景を持つ班員との連携により、既存の学問分野の枠に収まらない融合研究が生まれ、低分子から
改変抗体に至る各種機能制御分子が創出でき、創薬等社会実装につながる研究成果を多数上げることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
薬剤耐性菌の出現は極めて重要な課題として考えられており、新規な作用機序を有する
抗菌剤が開発されることは全世界的な社会貢献につながる。化膿レンサ球菌および黄色ブ
ドウ球菌は常在菌である一方で、ヒトに対する多様な病原因子を有しており、しばしば病原
性微生物として、種々の疾患を引き起こす。これらは高い薬剤耐性獲得能を有しているため、
抗生物質に変わる新たな治療手法の開発が急務である。 
 
２．研究の目的 
 
化膿レンサ球菌および黄色ブドウ球菌において、金属が機能的に重要な役割を果たして
いる金属取り込み関連蛋白質を標的とし、物理化学的な手法に基づくスクリーニングを行
うことにより、機能制御分子を取得、新規な作用機序を有する抗菌剤の開発を目指すことを
目的としている。低分子、低分子抗体等、各種モダリティを具体的な対象とした。得られた
分子種について、標的との相互作用を相互作用解析等物性評価により記述するとともに、構
造解析、さらには、分子動力学解析により、その相互作用を精査し、抗菌剤開発への礎を築
く。 
 
３．研究の方法 
 
化膿連鎖球菌に関して、ヘモグロビンからのヘム奪取以外の 2 経路において金属輸送リ
レーの先頭を担う FtsBおよびMtsAについて解析を進める。鉄を結合したフェリクローム
を取り込むことにより宿主中での鉄獲得を担う FtsB、遊離の鉄と直接結合し下流へと輸送
する役割を担う MtsA について、大腸菌発現系を用いた発現・精製の系を構築する。FtsB
については、フェリクロームとの相互作用について表面プラズモン共鳴（SPR）や等温滴定
型熱量測定（ITC）により詳細に解析する。MtsAは鉄イオンのみならず他金属とも結合す
ることが報告されており、金属結合と生物学的機能については不明な点が多く、各種金属と
の相互作用について ITC や示差走査熱量測定を用いて精査する。また、これら標的につい
て構造解析を行う。得られた結果に基づいて、化合物等スクリーニング系を構築、基質認識
機構に基づいた阻害剤探索を行い、それぞれ抗体および低分子化合物を含む複数のモダリ
ティ分子を活用した阻害剤開発を行う。機能制御分子の取得に成功した場合は、in vitroで
の機能阻害効果の検証と微生物を用いた活性評価を実施、機能阻害効果、増殖阻害効果の作
用機序についてより詳細な解析を行い、更なる高活性化を目指す。Mtsについては、複数の
低分子化抗体を連結することによる高機能化を図り、作用機序を明らかにする。Ftsについ
ても、リガンド結合を阻害する低分子化抗体を取得し、分子機能の阻害と抗菌活性の相関に
ついて検証する。結晶構造解析により、原子レベルでの阻害機構を記述するとともに、さら
なる高機能化を目指し、菌に対する抗菌効果の向上を目指す。 

 
化膿連鎖球菌においてヘモグロビンからのヘム奪取を担う Shr について、これまでにヘ
モグロビンとの相互作用を詳細に分析し、かつ物理化学的手法に立脚したスクリーニング
を行うことにより、相互作用を阻害する低分子化合物を取得してきた。本研究では、ファー
ジディスプレイ法を活用し、抗体の可変領域のみを切り出した一本鎖抗体（scFv）や、ラク
ダ科由来重鎖抗体の可変領域を切り出した単ドメイン抗体（VHH）を用いて Shrに結合す
る分子を取得し、Shr－ヘモグロビン間相互作用への阻害効果について検証する。微生物を
用いた活性評価を行いながら作用機序について詳細な解析を行い、更なる高活性化を目指
す。結晶構造解析により、原子レベルでの阻害機構記述を目指すとともに、さらなる高機能
化、菌に対する抗菌効果の向上を目指す。 

 
黄色ブドウ球菌に関して、IsdHは分子内にNEATドメインと呼ばれるドメインを複数有
しており、それらがそれぞれ協調的にヘムの奪取・輸送を担っていることが提案されてきた。
しかし、研究代表者らのこれまでの研究により、各ドメインをつなぐリンカーがヘム輸送に
重要な役割を示すことが示唆されている。そこで、IsdHについてリンカーを含む多様なコ
ンストラクトを作製し、ヘムとの相互作用解析やリレー前後のタンパク質とのヘム輸送を
詳細に解析し、ヘム鉄獲得の分子機構を詳述する。さらに、IsdHとヘム鉄間の相互作用を
阻害する抗体を取得し、相互作用阻害の分子機構について詳細な解析を行う。さらに、IsdH
と同じく菌体の最表面に局在し、ともにヘモグロビンからのヘム鉄奪取を担うことが提案
されている IsdBについても IsdHと同様の解析および阻害剤取得を行い、黄色ブドウ球菌
の宿主からのヘ ム鉄獲得を完全に遮断する系の構築を目指す。これらの機能阻害の分子機
構についてより詳細な機能解析を進める。抗菌活性を有する低分子化抗体を取得し、得られ



た抗体による抗菌活性の作用機序について解析を進める。さらに、菌に対する抗菌活性も確
認できており、今年度はさらなる活性の向上を目指す。さらに下流分子である IsdDについ
ても、同様に各種解析を実施するとともに、特異的に結合する抗体分子を取得、その機能を
解析し、黄色ブドウ球菌の鉄取り込みシステムの全容理解を目指す。 
 
４．研究成果 
 
化膿レンサ球菌において機能する 3 種の鉄取り込み経路のうち、遊離金属およびシデロ
フォアを介した取り込み系に対して、低分子化抗体を活用した 機能阻害分子の取得ならび
に解析を行った。 
金属輸送リレーの先頭を担う FtsBおよびMtsAについて、大腸菌発現系を用いた 発現・
精製系を構築し、各種解析を進めるとともに、分子認識素子を開発し、機能制御分子として
の可能性を探った。 

 
FtsBについては、フェリクロームとの相互作用について表面プラズモン共鳴を用いた解
析を行い、親和性を定量的に評価することに成功した。さらに、基質との複合体の結晶構造
の取得に成功し、リガンド結合 の分子認識機構を明らかにした。FtsB と Ferrichrome 複
合体の結晶構造を基にして結晶構造中でリガンドと相互作用している残基に変異を入れた
変異体を 作製、それぞれの変異体について物理化学的手法によって相互作用解析を行うこ
とにより、FtsBによるリガンド認識機構を原子レベルで明らかにした。リガンド結合の分
子認識についてより詳細な解析を進め、標的の機能を阻害する分子や標的の機能を活用す
ることによってより高活性な抗菌活性を発揮する分子など、様々な機能制御分子の設計指
針を構築した。さらに、リガンドの結合を阻害する低分子化抗体の取得に成功した。FtsB
をアルパカに免疫し、ファージディスプレイ法を用いて VHH抗体を取得し、FtsBに結合
することを確認した後、ITCによって FtsB による Ferrichrome結合の阻害について検証
したところ、こちらについても見事リガンド結合を阻害することが明らかとなった。構造解
析結果に基づいたさらなる機能阻害剤の設計を試みた。 

 
MtsAについては、等温滴定型熱量測定および示差走査熱量測定によって各種金属との相
互作用について評価を行い、様々な二価金属に対して異なる認識機構をもって結合する可
能性が示唆された。それら金属のうち、複数の金属との複合体の結晶構造の決定にも成功し
ている。低分子化合物および低分子化抗体を活用した機能阻害分子取得のスクリーニング
系を構築し、in vitroでリガンド結合を阻害し、かつ抗菌活性を有する低分子化合物の取得
に成功した。また、単独ではリガンド結合 の阻害が確認されなかった複数の低分子化抗体
を連結させたバイパラトピック抗体を作製することにより、リガンド結合の阻害能を有す
る改変抗体の開発に成功し、各種生化学／物理化学的解析を行うことにより、その作用機序
についても明らかにした。 
具体的には以下の通りである。単独では阻害機能を持たない複数の低分子化抗体を連結
したバイパラトピック抗体を設計 し、その阻害効果について検証を行った。大腸菌発現系
を用いて BpAb を発現精製し、等温滴定型熱量測定によって金属結合阻害について検証し
たところ、金属結合の阻害が確認された。各種生化学的／物理化学的解析によって複合体の
分子状態を精査し、MtsA-BpAbが複数の分子間での相互作用を介した会合体を形成してい
ることが示唆された。さらに、scFv と VHH をつなぐリンカーを改変することにより分子
内結合によるヘテロダイマーを形成するような BpAbの作製にも成功し、さらにその BpAb
によっても MtsA の金属結合が阻害されることが確認された。バイパラトピック抗体が
MtsA の動的挙動を制御することによって間接的にリガンド結合を阻害していることが示
唆された。先端技術を駆使することにより金属結合に伴う構造変化について新たな知見を
得るとともに、単独では阻害機能を持たない複数の低分子化抗体を連結して作製したバイ
パラトピック抗体による標的分子の機能制御について、その分子機構の解明を行った。その

図１（左）BpAbとMtsAの複合体構造    図２（右）ヘモグロビンと Shrドメインの結晶構造 



結果、２つの低分子化抗体をつなぐリンカーのデザイン依存的に標的分子との複合体構造
が大きく変化することが明らかとなった。これは今後の低分子化抗体を活用した機能制御
分子のデザイン指針の礎となるものである。 

 
一方、鉄取り込みに関連する Shr についても、低分子化合物および低分子化抗体を活用
した機能阻害分子取得のスクリーニング系を構築し、in vitroでリガンド結合を阻害し、か
つ抗菌活性を有する低分子化合物の取得に成功した。菌種特異的な抗菌活性が確認されて
いる低分子化合物について、生化学および計算化学を活用して機能阻害の分子機構につい
て解析を進めた。リガンドとの複合体の構造解析によりリガンド認識機構を詳細に明らか
とし、複数モダリティから成る機能制御分子の設計指針を得た（図２）。 
 
黄色ブドウ球菌においてヘモグロビンからのヘム鉄の奪取・輸送を担っている蛋白質群
のうち、菌体表面の最も外側に局在する IsdHについて、これまでヘム鉄の結合を担ってい
るとされてきたドメインに加え、ドメイン間をつなぐリンカー配列を含むコンストラクト
について結晶構造解析および分子動力学計算を活用した解析を行うことにより、ヘム鉄奪
取におけるリンカー領域の寄与について新規な知見を得た。さらに、上記それぞれの標的に
対して、基質認識の分子基盤を基にコンストラクトを決定し、動物免疫から抗体スクリーニ
ングを実施して抗体を取得した。さらに、抗体エンジニアリングによる分子改変を行うこと
により、各標的に対する低分子化抗体の取得に成功した。IsdHによるヘモグロビンからの
ヘム鉄奪取におけるドメイン間リンカーの役割についての精密解析を完了し、原著論文と
して発表した（図３左）。取得した IsdHおよび IsdBとヘム鉄の相互作用を阻害する低分子
化抗体について、抗原との複合体構造を決定するとともに、分子動力学解析も組み合わせる
ことで、機能阻害の分子機構を明らかにした（図３右）。さらに、それらの解析結果に基づ
き、より高い阻害活性を有する機能阻害分子の設計を試みている。微生物を用いた解析によ
り、この抗体が抗菌活性を有することを示し、抗菌剤としての開発の礎を築いた。 
以上の成果について、いずれも論文として発表もしくは投稿しており、金属結合タンパク
質に対する機能制御分子の設計について、そのデザイン指針の基盤を構築・提案することに
成功した。 

図３ 左： IsdHのヘモグロビンからのヘム奪取機構。リンカー領域がヘム奪取に必須である。右：VHH
６と IsdH, IsdBとの共結晶構造。ヘム結合部位に CDR3が結合している。 
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Communications Biology -
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Biochemical and Biophysical Research Communications 54～59
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Biochemical and Biophysical Research Communications 1～7
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Mechanism of dimerization and structural features of human LI-cadherin

Journal of Biological Chemistry 101054～101054

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
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 ２．論文標題  ５．発行年
Highly sensitive HPLC analysis and biophysical characterization of N-glycans of IgG-Fc domain
in comparison between CHO and 293 cells using FcγRIIIa ligand

Biotechnology Progress -
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
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Structural basis for antigen recognition by methylated lysine?specific antibodies
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Ishii Misaki、Nakakido Makoto、Caaveiro Jose M.M.、Kuroda Daisuke、Okumura C.J.、Maruyama
Toshiaki、Entzminger Kevin、Tsumoto Kouhei

296
 １．著者名

10.1016/j.jbc.2021.100278

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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International Congress on Pure & Applied Chemistry (ICPAC) Bali 2023（招待講演）（国際学会）（招待講演）（国際学会）
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シナプスオーガナイザーMDGA1に対するナノボディの取得と 人工シナプスコネクターへの応用

Unique molecular recognition mechanisms of β-hairpin CDR3 of an anti-HigB2 VHH antibody
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氏家　寛、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

笠原 慶亮、黒田 大祐、カアベイロ ホセ、山脇 つくし、氏家 寛、中木戸 誠、長門石 曉、津本 浩平

Nakakido M, Asano R, Fernandez P.J., Takeuchi M, Aikawa C, Nakagawa I, Tsumoto K

 ２．発表標題

 ２．発表標題

氏家　寛、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

抗OX40抗体のエピトープと速度論的性質に基づくアゴニスト活性デザイン

Fab抗体とNanobodyのスーパーチャージによる物性・機能改質

Development of molecular inhibitors against iron transporters from Streptococcos pyogenes
 ２．発表標題

抗OX40アゴニスト抗体の受容体認識およびシグナル制御機構に関する速度論的特性

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第32回日本リウマチ学会関東支部学術集会（招待講演）

第1回 日本抗体学会設立記念学術大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長門石曉

Nagatoishi S

Nagatoishi S

津本浩平

11th Japan-China Joint Symposium on Calorimetry and Thermal Analysis (CATS-2022)（招待講演）（国際学会）

Pittcon 2022 Virtual Highlights JAIMA Symposium（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

抗体創薬のための物性解析：これまでとこれから

Search for Small Molecule Ligands That Functionally Regulate Proteins Based on Calorimetric Analysis

Capturing the Physical Properties of Highly-Concentrated Antibody Solutions from Raman Spectroscopic Analysis

VHH抗体の概要と医療応用の可能性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第95回 日本生化学会大会（招待講演）

第72回日本電気泳動学会シンポジウム（招待講演）

長門石曉

津本浩平

津本浩平

長門石曉

日本組織培養学会 第94回大会（招待講演）

第22回 日本蛋白質科学会年会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

生命分子に対する多元機能解明のための物理化学的相互作用解析

モダリティ創薬と抗体

Commitment to drug development in the center for drug design research(CDDR) 創薬デザイン研究センター（CDDR)の取り組み

計算科学により強化される 蛋白質のリガンド結合に関する物理化学解析

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th Asian Biological Inorganic Chemistry (AsBIC10)（国際学会）

第16回バイオ関連化学シンポジウム

第22回　日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

長門石 曉、木下 清晶, 黒田 大祐, 小菅 啓史, 木吉 真人, 石井 明子, 寺尾 陽介, 井出 輝彦, 津本 浩平

中木戸 誠、淺野 梨紗、竹内 美結、伊藤 翔、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

淺野 梨紗、中木戸 誠、竹内 美結、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Sushko T, J.M.M. Caaveiro, Nagatoishi S, Tsumoto K

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

FcγRIIIa受容体の固定化系と溶液系における抗体認識機構の解明

化膿レンサ球菌細胞表面由来金属結合タンパク質に対する機能阻害剤探索

化膿レンサ球菌由来金属結合蛋白質MtsAに対するバイパラトピック抗体の設計と機能評価
 ２．発表標題

Rubredoxin A from M. tuberculosis

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回　日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S, Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

木下 清晶、中木戸 誠、黒田 大祐、Jose M.M. Caaveiro、津本 浩平

笠原 慶亮、黒田 大祐、河出 来時、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

氏家 寛、田部 亜季，長門石 曉，津本 浩平

第22回　日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Monomer-Dimer Equilibrium of a Tumor Suppressor PRELP Driven by the Hydrophobic Interface Regulates the Multi-Specific
Interactions

CDR-Graftingによるヒト化VHHの物性機能解析に基づくヒト化VHH人工合成ライブラリ構築

Superchargingデザインは溶媒選択により抗体の物性を制御できる

Physicochemical analysis of receptor recognition mechanism of anti-OX40 agonist antibodies

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回　日本蛋白質科学会年会

10th Asian Biological Inorganic Chemistry (AsBIC10)（国際学会）

山脇 つくし、中木戸 誠、相川 知宏、カアベイロ ホセ、中川 一路、津本 浩平

Fernandez J, Caaveiro MM J, Nakakido M, Tsumoto K

Asano R, Nakakido M, Takeuchi M, Aikawa C, Nakagawa I, Tsumoto K

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S, Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

10th Asian Biological Inorganic Chemistry (AsBIC10)（国際学会）

The 17th International Symposium of the Institute Network for Biomedical Sciences & International Symposium on Tumor Biology
in Kanazawa 2022（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

化膿レンサ球菌のマルトース/マルトデキストリン結合蛋白質SPs0871の機能を阻害するVHH抗体による基質結合阻害機構の解明

Development of new antimicrobial strategies against the iron uptake systems of Streptococcus pyogenes

Functional Evaluation of Molecule-Linked Antibodies against Metal-Binding Protein of Streptococcus pyogenes, MtsA

Identification and validation of multi-specific interactions of a tumor suppressor protein PRELP

 １．発表者名



2022年

2023年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Protein Society 36th Annual Symposium（国際学会）

第96回　日本細菌学会総会

第95回　日本生化学会大会

第60回 日本生物物理学会年会

山脇つくし、中木戸 誠、相川 知宏、カアベイロ ホセ、中川 一路、津本 浩平

稲垣 万優子、松長 遼、奥村 繁、丸山 俊昭、Entzminger K、津本 浩平

笠原 慶亮、黒田 大祐、長門石 曉、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kinoshita S, Nakakido M, Kuroda D, Jose M. M. Caaveiro, Tsumoto K

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A群レンサ球菌の表層蛋白質の機能を阻害する抗体の探索

ハイスループットな抗体変異体スクリーニング系の構築

表面電荷改変抗体のコロイド安定性・結合親和性とその溶媒依存性の解析
 ２．発表標題

Molecular Basis of Contribution of Intramolecular Interactions between Complementarity Determining Region 3 (CDR3) and
Framework Region on Biophysical Properties in Camelid Single-Domain Antibody

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回日本蛋白質科学会年会

Neuro2022

 ３．学会等名

 ３．学会等名

横尾 尚典、中木戸 誠、松田 恵子、柚﨑 通介、津本 浩平

安田 佳生、黒田 大祐、佐々木 慈英、中木戸 誠、松長 遼、橋口 隆生、津本 浩平

氏家 寛、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

氏家 寛、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

第60回 日本生物物理学会年会

第16回バイオ関連化学シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Acquisition of novel VHH antibodies to synaptic organizers for application to molecular imaging

In silico design of cross-reactive antibodies binding to SARS-CoV and SARS-CoV-2 spike RBDs

抗OX40アゴニスト小唄の相互作用に関する速度論的研究

抗OX40抗体の受容体機能制御に関わる分子メカニズム解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本プロテオーム学会　2021年大会（招待講演）

MicroCal ITCワークショップ2021、WEBセミナー（招待講演）

津本浩平

津本浩平

中木戸 誠、竹内 美結、伊藤 翔、相川 知宏、長門石 曉、中川 一路、津本 浩平

Anna yui, Jose M. M. Caaveiro, Daisuke Kuroda, Makoto Nakakido, Satoru Nagatoishi, Takahiro Maruno, Susumu Uchiyama, and
Kouhei Tsumoto

第21回 日本蛋白質科学会年会（招待講演）

The Protein Society 35th Annual Symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

抗体工学のモダリティ創薬への貢献

モダリティ創薬研究におけるITC

化膿連鎖球菌由来金属トランスポーターに対する機能阻害剤探索

A novel homodimerization mechanism of LI-cadherin

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回 日本神経科学大会　CJK 第１回国際会議（国際学会）

第21回 日本蛋白質科学会年会

第21回 日本蛋白質科学会年会

第21回日本蛋白質科学会年会

山脇 つくし、中木戸 誠、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

横尾 尚典、田部 亜季、中木戸 誠、長門石 曉、吉田 瑶子、池田 洋一郎、南学 正臣、津本 浩平

氏家 寛、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

横尾 尚典、中木戸 誠、柚﨑 通介、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

化膿レンサ球菌のマルトース/マルトデキストリン結合蛋白質SPs0871の特性評価及びその機能を阻害するVHH抗体の探索

aHUSに関連する補体抑制因子CFHと診断薬取得に向けた特異的抗体の機能解析

抗OX40抗体の受容体機能制御に関わる分子メカニズム解明
 ２．発表標題

Acquisition of novel VHH antibodies to synaptic organizers for application to molecular imaging

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回日本蛋白質科学会年会

第21回日本蛋白質科学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山本 晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

住川 太一、中木戸 誠、黒田 大祐、津本 浩平

Hirofumi Kosuge, Makoto Nakakido, Satoru Nagatoishi, Tetsuya Fukuda, Yasuhiko Bando, Shin-ichi Ohnuma, Kouhei Tsumoto

木下 清晶、中木戸 誠、黒田 大祐、カアベイロ ホセ、 津本 浩平

第21回日本蛋白質科学会年会

第21回日本蛋白質科学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

VHH抗体の構造特徴を利用したβ-hairpin型ペプチド設計手法の探索

膜蛋白質の膜外領域を認識する抗体の取得

Proteomic Identification and Validation of Novel Interactions of a Tumor Suppressor PRELP with the Growth Factor Receptors
IGFI-R and p75NTR

VHHにおけるCDR3-Framework region間分子内相互作用に着目したフレームワーク改変の物理化学的解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

BioJapan 2020（招待講演）

製剤機械技術学会30周年記念大会（招待講演）

津本浩平

津本浩平

津本浩平

妹尾 暁暢、長門石 曉、黒田 大祐、伊藤 翔、上野 剛、齋藤 雄太朗、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

2020年度iBIX-JAXA-KEK物構研-QST合同研究会（招待講演）

第14回　バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

バイオスペリア時代の抗体エンジニアリング

抗体医薬と蛋白質物性：製剤技術研究への期待

病原性微生物における金属動態の分子機構解析

蛋白質-蛋白質間相互作用の速度論的制御に基づくP-カドヘリンの細胞接着形成阻害

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回　日本生化学会大会

第20回　日本蛋白質科学会年会

第20回　日本蛋白質科学会年会

第58回　日本生物物理学会年会

竹内 美結、中木戸 誠、長門石 曉、河出 来時、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

妹尾 暁暢、齋藤 雄太朗、伊藤 翔、長門石 曉、上野 剛、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

木下 清晶、中木戸 誠、黒田 大祐、カアベイロ ホセ、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

横尾 尚典、田部 亜季、中木戸 誠、長門石 曉、吉田 瑶子、池田 洋一郎、南学 正臣、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

化膿連鎖球菌の金属獲得蛋白質MtsAに対する機能阻害剤の探索

Inhibition of P-cadherin-mediated cell contact formation through the kinetic effect of chemical fragment

分子動力学シミュレーションを用いたCDR-Graftingによる合成VHHにおける分子挙動の解析
 ２．発表標題

aHUSに関連する補体抑制因子CFHと特異的抗体の機能解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本プロテオーム学会　2021年大会　（招待講演）

MicroCal ITCワークショップ2021（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

津本浩平

笠原 慶亮、黒田 大祐 、河出 来時 、田部 亜季 、長門石 曉 、 津本 浩平

中木戸 誠、竹内 美結、長門石 曉、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

津本浩平

第48回　構造活性相関シンポジウム

第94回　日本細菌学会総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

モダリティ創薬研究におけるITC

計算デザイン Supercharging 抗体の物性機能解析

化膿連鎖球菌由来金属獲得蛋白質MtsAに対する機能阻害剤の探索

抗体工学のモダリティ創薬への貢献

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回 日本蛋白質科学会年会（招待講演）

第59回 日本生物物理学会年会

中木戸 誠、竹内 美結、伊藤 翔、相川 知宏、長門石 曉、中川 一路、津本 浩平
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VHH抗体CDR3を利用したβ-hairpin型ペプチド設計法の検討
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S100A4-MetAP2間相互作用に対するHelix-turn-helix構造を形成するペプチド 阻害剤の解析
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PRDM14の特異的制御を指向したPRDM14-EED間相互作用の物理化学解析
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DESIGN AND BIOPHYSICAL EVALUATION OF Β-HAIRPIN PEPTIDES DERIVED FROM SINGLE-DOMAIN VHH ANTIBODIES
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第19回　日本蛋白質科学会年会
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新規抗がん治療を指向したPRELP-TGFβ1相互作用の物理化学的解析

小分子リガンドによる細胞接着蛋白質P-カドヘリンの分子間相互作用制御と構造情報に基づくリガンド設計

S100A4-MetAP2蛋白質間相互作用に対するペプチド阻害剤の相互作用解析

化膿レンサ球菌の鉄獲得蛋白質MtsAの特性評価及び抗体阻害剤の探索
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第19回　日本蛋白質科学会年会

木下清晶、森 千夏、中木戸 誠、黒田 大祐、津本 浩平
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 ４．発表年
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ヒト化VHH人工合成ライブラリー構築を目指した合成ヒト化VHHの物性機能解析

転写調節因子PRDM14の天然変性領域とEED間における物理化学的相互作用解析

足場蛋白質Adhironに移植したαへリックスの構造解析
 ２．発表標題

Molecular dissection of antigen recognition by methylated lysine specific antibodies

 １．発表者名
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第19回　日本蛋白質科学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

物理化学測定と分子シミュレーションを用いた抗体親和性成熟過程の解析

Characterization of ligand-specificity of red pigment concentrating hormone receptpr of the kuruma prawn Marsupenaeus
japonicus

熱力学・速度論に基づく抗Shh抗体の抗原結合様式解析

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．出版社

 ２．出版社

津本　浩平
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 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数
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治療の可能性が広がる　抗体医薬

医薬品開発のための分光法

品質評価のカギをにぎる　バイオ医薬品の分析法

医用工学ハンドブック

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名
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 １．著者名



2021年

2021年

2021年

〔出願〕　計0件
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６．研究組織
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 権利者

所属研究機関・部局・職
（機関番号）
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（研究者番号）

備考
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担
者

中木戸　誠
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エヌ・ティー・エス

368
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羊土社
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城　宜嗣、津本　浩平
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 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

津本　浩平、前仲　勝実

津本　浩平、前仲　勝実

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

創薬研究のための相互作用解析パーフェクト

生命金属ダイナミクス　～生体内における金属の挙動と制御～
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 ５．総ページ数
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 ３．書名

 ３．書名
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